地域座談会（大栄地区）　意見交換記録
と　き　　平成２２年５月１８日（火曜日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後７時３０分から午後９時４０分

ところ　　下種集落センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者　　３７人

	番号
	項　目
	町民等からの意見等要旨
	町からの発言要旨

	１
	北栄町の中心地について
	●北栄町の中心はどこと考えているか。町の発展には核となる場所が必要である。どこを中心にして発展させていきたいのか。
	●行政、産業、観光など様々な分野があり、それぞれの活動が行われている。行政では大栄庁舎、観光ではコナン通りなどであり、一概にどこであるとは言えません。

	２
	幼保一元化について
	●想定されている施設の規模が大きすぎないか。子ども一人ひとりを把握することが困難であり、大規模の方が小規模より弊害が多いと考えるがどうか。
	●子どもたちを大事に育てたいという気持ちは同じです。

	
	
	●予算1億4千万円の内訳は何か。
	●用地買収費、土地造成費など。

	
	
	●統廃合の時期を熟慮してほしい。
	●Ｈ２４年４月開設としているのは、北条地区を含め町内で同じ子育て環境を整えたいという考え方によるもの。

	
	
	●幼稚園は早く帰るのか。
	●保育園と同じ時間帯です。

	
	
	●小学校側から見て感じられる幼稚園の必要性やメリットは検証されているか。

地域の特性や特色を活かした施設運営はできないか。工夫した方法がありはしないか。
	●小学校では幼稚園と保育園とを見比べるような見方はしていない。幼小連携によって、小学校への抵抗感が少なくなるというメリットはある。

	
	
	●自治会長会での説明では「一元化を実施する」と説明を受けた。今日は「検討する」と言われるがどちらなのか。
	●実施時期のことも含めて意見を踏まえて考えたい。

	
	
	●プールの今後の予定は。
	●解体して跡地は舗装したい。保育所は簡易プールを設置したい。

	３
	まちづくりビジョンについて
	●まちづくりビジョンがソフト事業志向となっているのは理解できるが、建設関連業者が多くある町としてハード事業を盛り込むことはできないか。
	●財政的に難しいことがあり投資的事業を盛り込むことができない。下水道事業も終わりを迎え、新たなハードの町単独事業は難しい。今はこれでいくしかないが、できるだけ町内業者への発注を考えている。

	４
	次世代農業者確保総合対策事業について
	●事業実施により育成する後継者にはどの程度のハードルを課すのか。
　就農者が夫婦の場合、妻がパート勤めなどではなく、夫婦とも就農しないと上手くいかない。「1年目で食べることができ、５年目で経営は安定できる」くらいの強い気持ちの農業者を育ててほしい。
	●計画の実現性について審査を行う。認定農業者の水準（年間所得390万円）を5年後に達成できる程度を考えている。

	５
	街灯設置について
	●黒ぼく茶屋近くに街灯を設置してもらい感謝したい。引き続き暗い箇所へ設置していってほしい。
	

	６
	健康サポーターについて
	●健康サポーターは、将来的には指導者となるのか
	●指導者には考えていないが、サポーターの輪は広げていきたい。

	７
	ほたるの里について
	ほたるの里が、構造上の問題もあると思うが、水の管理などが大変である。
	●設置した県へ話をしてみたい。

	８
	消防車庫の管理について
	●消防格納庫は町の管理施設か。

　公共施設となる消防格納庫で消防団が飲酒をしているのを見かけた。
	●消防団施設は町有で、自衛消防団は部落有です。飲酒の件については注意したい。

	９
	防災無線放送について
	●防災無線放送で流れる火事のサイレンがうるさく、夜間は特にうるさく感じられる。心臓の悪い人や高齢者の体に悪い。
	●音量については検討したい。

	
	
	●放送器の使い方が難しい。良い方法はないか。

また、夏休み時のラジオ体操の放送と重なり不便を感じる。
	●使い方については、システムに慣れていただきたい。

時報が6時30分、定時放送が6時32分。録音機能も備えているので活用してほしい。再生は最新分から順に流れます。

	
	
	●先日の夜間の火災放送で、火災現場が誤って別の家の名前で放送された。
	不確かな情報の中で放送してしまい、本人さんにはもちろんのこと、町民皆様にお詫びしたい。今後は場所が特定しづらいときは、「○○さん宅」という表現ではなく「○○さん宅付近」という表現に改めたい。
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